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1.はじめに

(1)研究の背景

教員の質の向上や質の保証をめぐる論議は最近盛ん

に行われている。それに関連して,大学における教育

実習の在り方,とりわけその改善策についても多くの

指摘がなされている。それは,中央教育審議会(2006)

の『今後の教員養成・免許制度の在り方について』

(答申)においても, 「教職大学院制度の設立」や「教

員免許更新制の導入」などと並んで, 「教育実習の改

善・充実」に対する提言がなされていることからもう

かがえる。そこでの重要な提言の一つは, 「(教育実習)

の履修に際して満たすべき到達目標をより明確に示

す」ようなシステム作りの必要性である。

教育実習を含めた教員養成段階における到達目標の

明確化は,質の高い教員を養成するための第一歩とし

て必須の事項である。日本教育大学協会(2007)にお

いてもその重要性の認識の下に,中学校教員養成の

「学部段階のカリキュラム」における到達目標・確認

指標を検討している。また,大学においては,すでに

その開発を行ったところも見られる(例えば愛媛大学

1999など) 0

しかしながら,そのような先駆的試行においても,

英語科における取り組みは末だ十分なものとは言えな

い。また,残念ながらその妥当性が検証されたという

報告も管見する限り見あたらない。一方,目を海外に

転じると,科学的な手法で開発された優れた事例を見

ることができる(例えばカリフォルニア州のPACT:

Performance Assessment for California Teachersの

試みなど)0

(2)研究の目的

上で述べたような背景の下で,本研究は,学部レベ

ルで英語教員を養成する際に,教育実習における到達

目標を具体的に設定することを目的としている。

3年間に亘る長期プロジェクトの一環として第1年

目に当たる本年は, 「教科の指導能力」に焦点化して,

優劣が明確な二つの授業を質的かつボトムアップ的な

手法で分析することで,その構成要素を明らかにし

た。

本稿ではその結果を報告する。

2.方　　法

(1 )評価対象者の決定

今回の授業分析の対象者は,平成19年度後期教育実

習生,教育学部第三類英語文化系コースの男女各1名

とした。この2名は,同じ実習グループ(当校は実習

生をいくつかのグループに分けて指導)に属しており,

指導者(教職歴20年)が実習中に観察して,明らかに

「指導技術と能力」に差があると思われた実習生であ

る。なお, 「指導技術と能力」が本研究の対象となる

ことから,この2名の実習生には,事前に授業に関す

る指導は行わなかった。また,授業は,担当クラスの

み異なり,それ以外の学年,教材,範囲,指導経験

(実習時間)はすべて同じ条件で行なわれた(実習生

が実際に用いた教材はAppendix 1-3に付している)0

(2) 「指導の技術と能力」の評価

当校の英語科教員は, CD-ROMに収録された2名

の授業と教材および指導案(細案は除く)を用い,

『中・高等学校教育実習の手引き』に書かれてある教

育実習の評価に関する六つの観点(p. 18)から「指

導の技術と能力」のみを焦点化して評価を行った。各

教師は,収録された2名の授業を観察しながら,実習

中に各教師が教室で観察して行うのと同じ方法で,評

価対象となる場面だと思われることに対してコメント

を残した。

Nobukazu Matsuura, Hidenobu Nekoda, Shin Ikeoka, Makoto Ohno, Yasutaka Kawano, Motoji Sengiku,

Tetsuya Taga, Taiki Yamaoka, Kayoko Yamada, Kenji Yuki: Developing attainment targets in teaching

practice for English teachers
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(3)データの分析

後日,各教師が評価したコメントを持ち寄って,ど

ちらの授業のものであるかがわかるよう印をつけたも

のを一つずつ読み上げながら,関連した評価をグルー

ピングした。そして,集まったコメントの中で多いも

の七つを選択し,質的にかつボトムアップ的手法で分

析を試みた。なお,次節の結果と考察は,当校英語科

教員が分担してまとめたものであり,評価項目の見出

しは,分析の時点で決定したものである。

3.結果と考察

(1)教師の英語

教師の英語については発音,文法・語法の正しさ,

適切さに関するコメントが多くあった。具体的には,

音声面では子音の区別(`S'と`shつ,語の強勢,文

強勢,文法面では語形変化などの文法的な誤りが特に

指摘されていた。当校の英語科教員がこれらの点を頻

繁に指摘するその意図は,以下に示すある教員の言葉

に表れていると思われる。

・説明・指示等の指導言で,文法・発音の面における

英語の誤りが相当頻繁に観察される　Allin

Englishの授業を行う一つの目的は生徒の英語への

exposureを増やすことと思われるが,そうである

以上,そこで生徒に与える言語データには細心の注

意を払うべき。本時の授業ではrainforest,

worksheetなどの語は不適切な発音が耳に残って生

徒が学習してしまうであろう頻度で発話されてお

り,明らかによくないのでマイナス評価。

つまり,授業者の英語は生徒たちにとって常にモデ

ルとなるものでなければならないのである。そのため,

英語教師には質の高い英語を用いる能力が前提として

求められることになる。

(2)指導技術

優れた授業に見られる特徴として以下を挙げること

ができる。まず,全体的に生徒の集中力が持続するよ

うにさまざまな活動が取り入れられている(例えば,リ

スニング活動にディクテーションを取り入れるなど)0

そして指示の仕方についても,言い換えたり繰り返し

たりと,何をすべきなのかを常に生徒に意識させてい

る。また,.生徒がつまずいたときに発間を言い換える

といった対応が見られ,その結果,一部の生徒を取り

残してしまうこともなく,クラス全体と上手くやり取

りができている。加えて, 「(7)内容理解の説明(発

間)」の項目とも関連するが,授業内容についても本

文中の情報の軽重がよく分析されており,ポイントを

押さえて生徒に考えさせる配慮がなされている(例え

ば,内容理解からまとめの活動において,英語で発間

することがらが内容理解の軸となっていたりする)0

反対に指導技術の面から見て良くない授業の特徴と

しては,生徒が学習活動に集中できず,生徒の学習意

欲が高められていないということが挙げられる。例え

ば,単語を発音させる活動を一人だけにさせて残りの

生徒がそれを開くだけになっていたり, CDの音声を

流すだけで,生徒が発音する様子をモニターしていな

いため非常に機械的になっていたりするなど,今一つ

踏み込んだ活動になっていないような場面が見受けら

れた。また音読(コーラスリーディング)をさせる際

の区切る範囲が長すぎるため,生徒が自信を持って声

を出せないなど,学習段階に応じた指導ができていな

い。あるいはディクテーションの答えを確認しながら

同時に言語面・内容面についての質問をするなど,坐

徒が情報を整理しづらくなっていたり,視覚教材(例

えば絵など)を用いる際の配慮が十分でない(生徒全

体が見ることができるように向きを変えない,生徒が

十分に見る時間を与えない,など)という点を問題視

するコメントもあった。

内容理解の発間の仕方についても,表面的なことを

生徒から引き出すだけの活動に多くの時間を割くな

ど,指導内容の軽重付けができていないことや, (発

間の流れがパラグラフごとに展開されているため,情

報を探す範囲が狭く,)本文全体を繰り返して読む必

要が実際にはなかったり,さらにはパラグラフ間のつ

ながりを理解させる発問が見られないことを指摘した

コメントがあった。また,生徒の内容理解の最終的な

確認において,教師が生徒のワークシートの答えを確

認するだけにとどまり,なぜその答えになるかの説明

を行わないために,分かっていない生徒は分からない

ままになっているという状況や,ペア活動やグループ

活動を取り入れる工夫がなされておらず,教師と生徒

が一対一になってしまう状況(他の生徒は取り残され

ている)を問題として指摘するコメントがあった。

(3)授業態度

教師が授業に臨む際のあるべき態度について言及し

ているコメントを一つの観点としてまとめた。生徒を

活動に集中させるための教師の行動がどうあるべき

か,という哲学が反映されているようである。寄せら

れたコメントから,望ましい行動は,以下のようにま

とめられる。

・教師は,活動中の生徒をよく観察すべきである。自

分が意図した行動を生徒がしているか,常にモニタ
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リングしないといけない。

・アイコンタクトを適切にとることで,生徒がより集

中して活動に取り組めるはずである。

・発関してから答えを言わせるまでの間と,答えを言

って次の発間に移るまでの間は,発問によって異な

るものである。指導案作成の段階で,難易度もあわ

せて考える必要があるだろう。

・授業中の指示は,タイミングやその文言を十分に吟

味すべきで,それが不十分な指示は混乱を生むだけ

である。生徒が安心して授業を受けられることが大

切である。

・授業中,新たな活動を始めるときには,目標を述べ

ることで生徒はより主体的に学習する存在になると

考えられる。

・教師は教室の生徒を,学習する集団に変容させなけ

ればならない。そのために,どの位置に立てば必要

な緊張感を生むことができるか,を考慮しなければ

ならない。あるいは,生徒の発言が十分な声量でな

されなかった場合,繰り返して全員で共有する必要

もあろう。教師の発言の声量については,一番遠く

に座っている生徒に直接確認する必要もあろう。

・教師は,生徒の理解が最大限になるように必要な措

置を講じなければならない。口頭の説明のみで生徒

に負担が大きすぎる場合,ワークシートや板書を工

夫する必要がある。

(4)授業内における諸活動のつながり

全体を通してパラグラフを一文ずつ扱うという手法

に終始する場合,文と文,パラグラフとパラグラフの

問の有機的な関係にふれることができなくなってしま

うことが大きな問題となる。上述のようなスタイルを

授業の大枠とする場合には特に,諸活動が単発で終わ

ってしまわないような何らかの工夫が求められるであ

ろう。具体的には, 「スラッシュリーディングを行う

にしても, Fその活動を何のために行わせるのか』と

いう点に加えて, 『その活動が前後の活動とどのよう

な関連を持つのか』という点についても十分に検討が

なされなければならない」という主旨のコメントが複

数あった。

また,内容理解-英間英答-要約という大きな流れ

の中で,易しいものから難しいもの-とタスクを段階

的に導入することによって,英語が苦手な生徒であっ

ても授業についてくることができるように配慮するこ

とも重要であると考えられる。特に授業の最後の5分

間を用いて,その授業で扱ったタスクの答えを利用し

ながら,サマリーをさせるという活動は,個々の活動

を有機的に関連させ,また同時に,要約する活動の負

荷を下げるという点で効果的であると考えられる。こ

のような活動の展開の仕方も,生徒たちに個々の活動

を何のために行うのかを明確に意識させることにつな

がると考えられる。

(5)生徒の応答・回答や活動への対応

授業を展開していくに当たって,常に,生徒一人ひ

とりを大切にしていくことと,クラス全体を指導して

いることを同時に意識しておかなければならない。指

導者が,他の生徒への指示をしないまま,立ち往生し

ている生徒に近づき,直接指導を行うような場面は作

らないほうが良い。以下のようなコメントがあがって

いる。

・指名した生徒が答えられない場面では,その生徒に

かかりきり(近づいて指導していた)になり,他の

生徒が何もしていない場面が数多く見られた(生徒

の反応が予測できていない)0

・指名した生徒との1対1対応が多く,その生徒の思

考が教室全体で共有されにくくなっている。

では,複数の生徒がいる教室で,どのように生徒を

大切にしていけばよいのか。例えば,生徒の発表の場

面では,その発表に対して, 「何が」 「どのように」良

かったのか,あるいは,不十分であったのかという評

価や指導を簡潔に行うことである。次のようなコメン

トがあった。

・生徒の応答をきちんと評価あるいは全体に向かって

確認してすすめている。

・なぜ,その答えになるのか,音読であればその音読

の仕方でよいのかどうか,など

・音読をさせたが,明らかに不十分な読みに対して,

Good!はいかなるものか。何のためのタスクなのか,

タスクの意図を明確にしてもらいたい。

次に,指導者が用意した「正解」さえ出ればよい,

という態度で授業をコントロールするのではないこと

も身につけておかなければないだろう。たとえ正解で

ち,あるいは,回答として不十分な場合に,さらに発

間をすることで理解を深めさせたり,次への展開につ

なげたりすることができる。

・生徒の"he loved the rainforest"を否定しなかっ

た。 "Love"という,大きく,かつ情緒的な言葉で

かたづけてしまってよいのか。なぜ, "love　して

いたのか? "home"とは何か?という根源的な間
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いがないので,浅薄なやり取りになってしまった。

ここでこそ,英英辞書の"home"の定義の助けを

借りるとよいだろうに。

授業における生徒への対応という点では,指導者が,

常に,生徒の理解の程度や活動の質,進み具合などを

把握し,場面に応じた対応をタイムロスすることなく

行うことが大変重要である。例えば,発音指導・音読

指導における生徒の誤りをすぐに訂正するなどの対応

が適切に行われることが求められる。さらに,生徒が

誤答した場合や,発間が理解できなかったり,発間の

答えがわからず困っている場面では,その状況が何に

起因しているのかを瞬時に分析し,適切な指導法を選

択し,実行できることが良質の授業を展開する上で必

要である。単に指導者が最終的な答えを提示するので

はなく,生徒が自分達で正解にたどり着けるような工

夫をすることが望ましい。

・生徒の誤りをすぐに指導することで誤りの定着を予

防している。ここでは,生徒が間違って発音した単

語について,すばやく取り上げ正しい発音に修正し

MSE?冗

・生徒が答えにくい発間に対して,段階的に理解でき

る工夫が見られない。

・生徒の回答への応答'. You think the forest is

dirty. OK. Now, let's read the reason about--あ

て推量の回答に対し, "OK"の一言だけ。とりあえ

ず生徒にいわせた,というだけで, "let'sread-"

に有機的につながっていない。発間するだけ時間の

無駄,と言う感じ。

・生徒の誤答に対し,教師が自分から答えを言う。 -

Whatに後続する形に着目させて,辞書の用例を検

討させるなど,せっかく辞書を使うスキルを育てる

チャンスであったのに,みすみす逃してしまった。

誤答への対応が未熟。

・生徒が答えられないと,次々に他の生徒を指名する。

考えるポイントを示したり生徒同士で相談させたり

するなどケアが必要。

(6)生徒への対応

生徒への対応について全部で19件のコメントが集ま

った。その内,肯定的なコメントが1件で,否定的な

コメントは18件であった。

肯定的なコメントには, 「生徒の理解にあわせた速

さで話している,読んでいる」と記述されていた。こ

のコメントから,生徒に対する対応力には,生徒の学

習状況を十分に観察していること,そして,その学習

状況に応じて適した指導が行われていることの2要素

が少なくとも下位区分として存在するようである。

否定的なコメント18件の内,学習状況の観察の有無,

そしてそれに基づいた指導の有無に関するものが8件

と最も回答数が多かった。その中で「-教師が何をし

ているかよくわからない。生徒の状況を確認するのが

よい」と「生徒の作業の進み具合を確かめる机間指導

ではあったが,助けを必要とする生徒の援助にはなっ

ていなかった」.について,両コメントをまとめると,

例え学習状況の観察が認められたとしても,それが指

導に結びつかなければ生徒への対応力が低いと言える

ようである。

指名後の対応について4件のコメントが寄せられ

た。 4件とも,全体に質問を投げかけた直後に指名し

た生徒のもとへ近づき生徒の発言を聞こうとした教師

の行動に対して,個別対応になってしまい全体が取り

残された状態になると指摘していた。全体に対して投

げかけた発間については全体で確認できるように工夫

しなければ,一部の生徒に対して上手に指導したとこ

ろで対応力不足と言わざるをえないようである。

同様に4件のコメントが得られたものが,発間と指

名の時間の取り方である。発間の難度を無視した時間

設定によりテンポの悪い授業になってしまうようであ

る。この要因として,教師が生徒の英語学力を明確に

理解しない,指導計画に記載された時間配分を意識し

すぎたために起きたものと考えられる。

すべてのコメントを総括すると,生徒への対応力は,

まず全体と個への対応に二分され,いずれも生徒をよ

く観察しながら,同時に計画していた授業方針を微調

整することが必要であると伺える。

(7)内容理解の説明(発間)

内容理解を進める手立てとしての発間については,

「生徒の視点に立った発間がなされているか」という

観点からのコメントが多かった。具体的な評価の基準

としては(1)その発間で生徒に理解させたい事項

が明確であるか(2)その発間で生徒の理解を表層

的なものからより精微なものへと導くことができる

か,の2点に言及するものが多かった(1)の基準

からの肯定的コメントには, 「テクスト内の特定の箇

所を探させるのは,発間として,その答えにぶれが生

じないので生徒の思考を誘導しやすい」 「読み取らせ

るポイントが絞れているのでよい」,否定的なコメン

トには, 「内容理解が目標となっていたが,どんな内

容を理解させたいのかが不明」 「発間の意図があいま

い」などがある(2)の基準からは,肯定的なコメ

ントには「形容詞を見つけさせ, Chicoの気持ちにつ
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なげるのはよい」 「辞書を引かせたり,絵を利用した

理解を試みたり,と,テクストを理解する道筋を,な

んとか豊かな.ものにしようと工夫している」,否定的

3.メントには「なぜ"love"していたのか? "home
とは何か?という根源的な問いがないので,浅薄なや

り取りになってしまった」 「ワークシートベースで授

業が進んでおり,生徒の疑問を揺さぶって理解を促す

活動がほとんどない」などがある。また, (1) (2)

ともに関わることとして, 「教師が情報の軽重を意識

しておらず,ありとあらゆる質問を行っているため,

掴み所のわからない授業展開となっていた」や「どの

ように読み進めれば,いろんな理解度の生徒がそれぞ

れ満足するか,ということに考えが及んでいない」と

いった「指導内容の軽量づけ」に言及するコメントが

多く見られた。このことは,発問という指導技術が,

単に授業時に独立して発揮されるものではなく,その

前段階である教材研究と密接に関わっているという認

識に基づくものであろう。

おわりに

現在の教育実習の評価には,実習校の教員の「経験

と勘」が少なからず反映されている。教育実習を,よ

り充実したものにするためには,自動車免許を取得す

るときのように,指導案とその指導に対する細かな評

価項目が予め準備されていることが必要ではないだろ

うか。本研究では,教員の評価が,何によって,ある

いはどのように決定されるのかを明らかにすること

で,到達目標の設定を行うことを目的にしているが,

この設定が,実習生にとっては,より質の高い授業を

目指す明確な指標となるはずである。
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Appendix 2　実習生Aが準備したWorksheet ( 2枚)
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